
 【
地
震
発
生
か
ら
し
ば
ら
く
し
て(

電
気
や

ガ
ス
の
復
旧
、
避
難
か
ら
戻
っ
た
ら)

】 

・
ガ
ス
機
器
、
電
気
器
具
、
石
油
器
具
の

使
用
を
再
開
す
る
と
き
は
、
機
器
に
破

損
が
な
い
こ
と
、
近
く
に
可
燃
物
が
な

い
こ
と
を
確
認
す
る

・
再
通
電
後
は
、
し
ば
ら
く
電
気
器
具
に

異
常
が
な
い
か
注
意
す
る(

煙
、
に
お
い)

２市外局番＝☎018

❶
寝
た
ば
こ
は
絶
対

に
し
な
い
、
さ
せ
な
い

❷
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い

❸
コ
ン
ロ
に
火
を
点つ

け
た
ま
ま
離
れ
な
い

❹
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不

必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

❶
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン

ロ
は
安
全
装
置
の

つ
い
た
機
器
を
使

用
す
る

❷
住
宅
用
火
災
警
報

器
は
定
期
的
に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に

交
換
す
る

❸
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
、
防

炎
品
に
す
る

❹
消
火
器
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認
し

て
お
く

❺
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
か
た
は
、
避

難
経
路
と
避
難
方
法
を
確
保
し
て
お
く

❻
防
火
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
、
日
頃
か

ら
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行
う

４
つ
の
習
慣

６
つ
の
対
策

　昨年、全国では住宅火災によって950人を超えるかたが亡く
なっています。その約40％が｢逃げ遅れ｣で、死者の70％以上
を65歳以上の高齢者が占めています。住宅火災の発生や逃げ
遅れを防ぎ、命を守るために日頃から取り組むべき｢住宅防火
10のポイント｣に注意し、火災予防に努めましょう。

●問い合わせ　消防本部予防課☎(823)4247

い
の
ち
を
守
る

10
の
ポ
イ
ン
ト

市公式ユーチューブ

 【
事
前
の
対
策
】

・
住
ま
い
の
耐
震
性

を
確
保
す
る

・
家
具
な
ど
の
転
倒

防
止
対
策(

固
定)

を
行
う

・
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

を
設
置
す
る

　

➡
地
震
時
に
設
定

以
上
の
揺
れ
で

　
　

電
気
を
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す

・
暖
房
機
器
の
近
く
に
可
燃
物
を
置
か
な
い

・
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
使
用
方

法
を
確
認
す
る

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

 【
地
震
直
後
の
行
動
】

・
停
電
中
は
電
気
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

り
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き
、
避
難
す
る
と

き
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
か
ら
の
油
漏
れ
の

有
無
を
確
認
す
る

守りたい 未来があるから 火の用心

防
ご
う
！ 

住
宅
火
災

秋の火災予防運動11 ⁄ ３(日) ▼ ９(土)

火
災
警
報
器
を
点
検
し
ま
し
ょ
う

防
ご
う
！ 

地
震
火
災

　

い
ざ
と
い
う
と
き
作
動
す
る
よ

う
に
、
半
年
に
１
度
は｢

住
宅
用
火

災
警
報
器｣

を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　

秋
田
犬
の
ほ
く
み

3

3

3

が
動
画(

左
の

画
像)

で
点
検
方
法
を
配
信
中
！ 

詳
し
く
は
、
左
の
コ
ー
ド
を
読
み

込
ん
で
、
市
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

CHECK！

➡
ほ
く
み



　

対
象
は
18
歳
か
ら
50
歳
ま
で
の
健
康
な

か
た
。
団
員
同
士
交
流
を
図
り
な
が
ら
、

水
害
対
応
、
応
急
手
当
な
ど
災
害
時
の
実

践
的
な
対
応
を
学
べ
ま
す
。

　

市
で
は
団
員
の
安
全
対
策
や
、
活
動
に

係
る
負
担
軽
減
、
処
遇
の
面
な
ど
で
消
防

団
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
入
団
し

て
地
域
の
安
全･

安
心
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

消
防
団
の
お
も
な
活
動
▼

平
常
時
は
、
消
火

･

防
災
訓
練
、
救
命
講
習
会
で
の
指
導
、
防

火
啓
発
活
動
。
災
害
時
は
、
消
火
活
動
、

救
助
活
動
、
水
防
活
動

報
酬
▼

訓
練
や
災
害
出
動
時
に
支
給

福
利
厚
生
▼

公
務
災
害
補
償
、
退
職
金
、
結

婚
祝
金
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
警
防
課
☎(

８
２
３)

４
２
４
３

　

９
月
25
日
、
認
定
こ
ど
も
園
土
崎
幼
稚

園
で
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
防
火
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
女
性
団
員
が

中
心
と
な
っ
て
保
育
施
設
な
ど
を
訪
問

し
、
幼
少
期
か
ら
い
ざ
と
い
う
時
に｢

自
分

で
自
分
の
身(

か
ら
だ)

を
守
る｣

に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と

い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

防
火
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
答
え
た
り
、

身
を
守
る
た
め
の
動
き
を
覚
え
た
り
、
子

ど
も
た
ち
の
興
味
を
引
く
内
容
に
夢
中
の

園
児
た
ち
。
特
に
、
服
に
火
が
付
い
て
し

ま
っ
た
時
の
と
っ
さ
の
行
動｢

ス
ト
ッ
プ･

ド

ロ
ッ
プ
ア
ン
ド
ロ
ー
ル(

止
ま
れ
！ 

た
お
れ

ろ
！ 

こ
ろ
が
れ
！)｣

を
体
験
し
、
勢
い
よ

く
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

み
ん
な
で
火
の
用
心
。
バ
ッ
チ
リ
だ
ね
！

３　広報あきた　2024年10月18日号

トピックス防

　

一
般
社
団
法
人
秋
田
市
建
設
業
協
会
か

ら
、
災
害
発
生
時
の
避
難
所
生
活
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
折
り
た
た
み
ひ
な
ん
ベ
ッ

ド
を
84
台
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

防
災
安
全
対
策
課
☎(

８
８
８)

５
４
３
４

　秋田県で発生した地震による大
規模災害を想定して、東北６県、
北海道、新潟県の消防職員が関係
機関と連携し、訓練を行います。
　県内開催は８年ぶり、秋田市で
の開催は24年ぶりです。ぜひ会
場でご覧ください。
●問い合わせ
　消防本部警防課☎(823)4243

消
防
団
員
募
集

自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う

今
こ
そ

地
域
の
力
に
！

９月20日の寄付受納式。写真右が(一社)
秋田市建設業協会の長谷川尚造会長

日時

会場

緊急消防援助隊
北海道東北ブロック

合同訓練
11月３日(日)
8:30〜12:30

旧空港跡地(新屋)

11月３日(日)
10:00〜12:00

消

クイズを出題する女性消防団員

体を動かして消火活動の訓練

市
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日時

会場
中央シルバーエリア
(御所野)

見学
自由

入場
自由

  

活
動
中
の
緊
急
消
防
援
助
隊

(

平
成
30
年
北
海
道
胆い

ぶ
り振
東
部
地
震)

　イベント盛りだくさん！ 
　みんなできてね♪

■火災予防出前講座
■山岳事故予防啓発コーナー
■ミニ制服･ミニ防火衣で記念撮影
■応急手当体験
■消防車両展示(救急車･山岳救助車)
■放水体験コーナー
●問い合わせ
　秋田南消防署☎(839)9551


